
(17)醍ヨ ■ 曰 ヨ 2013年 (平成25年)11月23日  (土曜日)  に
==    

藪

FITf攣彎胃憔鑽檸檸ρ膵檸鍮警警ずい年■町

本番に向け、乗松恵美 (左 :

中央)と一緒に練習に励む :

広島大付属高の管弦楽班  :

被
爆
講
堂
に
「勇
気
」の
歌
声

原
爆
投
下
の
翌
年
、
広
島
市
の

旧
制
高
校
や
専
門
学
校
の
男
女
が

集
い
、
歌
声
を
響
か
せ
た

「広
島

学
生
音
楽
連
盟
」
。
４
年
ほ
ど
の

活
動
で
使

っ
た
施
設
の
う
ち
、
唯

一
今
も
残
る
南
区
の
広
島
大
付
属

中

・
高
講
堂
で
１２
月
■
日
、
現
代

の
中
高
生
が
、舞
台
を
再
現
す
る
。

演
奏
会
「ヒ
ロ
シ
マ

・
音
の
記
憶
」

シ
リ
ー
ズ
の
第
４
弾
。
被
爆
建
物

で
も
あ
る
会
場
で
、
先
人
の
思
い

を
継
承
す
る
。
　

（
松
本
人
典
）

香
占
鷹

「音
楽
の
力
伝
え
た
い
」

同
連
盟
は
、
旧
制
の
広
島

高
等
学
校
（現
広
島
大
）
や
広

島
女
子
専
門
学
校

（現
県
立

広
島
大
）
な
ど
少
な
く
と
も

６
校
の
■
０
０
人
余
り
が
参

加
。
焼
失
を
免
れ
た
市
内
の

施
設
で
転
々
と
演
奏
会
を
開

い
た
と
さ
れ
る
。
同
講
堂
は

現
広
島
大
付
属
中

一
高
の
講
堂

で
歌
声
を
披
露
す
る
広
島
学
生

音
楽
連
盟
の
合
唱
団
＝
■
９
４

７
年
Ｈ
月
１６
日

（
「ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員

会
提
供
）

貴

重

な
活

動

拠

点

の

一
つ

で
、
演
奏
中
の
写
真
も
残
る
。

演
奏
会
は
、
ヒ

ロ
シ
マ
に

関
す
る
音
楽
作
品
の
発
掘
、

デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
に
取
り
組

む

「
ヒ

ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委

員
会

（
渡
部
朋
子
委
員
長
）

が
主
催
。

「音
楽
の
力
で
市

民
を
励
ま
そ
う
と
し
た
先
輩

の
心
意
気
を
受
け
継
い
で
ほ

し
い
」
と
、
広
島
大
付
属
中

一
高
に
出
演
を
持
ち
掛
け

た
。歌

と
演
奏
を
担
う
の
は
、

同
校
の
中
高
生
で
つ
く
る
合

唱
班
と
管
弦
楽
班
の
男
女
約

７０
人
。
同
連
盟
の
メ
ン
バ
ー

が
よ
く
歌

っ
て
い
た
と
い
う

シ

ュ
ー

ベ
ル
ト

の

「菩
提

樹
」
や
シ

ュ
ー
マ
ン
の

「流

浪
の
民
」
な
ど
を
よ
み
が
え

ら
せ
る
。

本
番
に
向
け
練
習
は
大
詰

め
。
合
唱
班
班
長
の
２
年
井

上
実
乃
里
さ
ん
（１７
）
は

「時

代
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
感

じ
る
。
心
を

一
つ
に
し
て
歌

い
た
い
」
。
管
弦
楽
班
班
長

の
２
年

三
好
妃
奈
子
さ
ん

（
‐７
）
も

「戦
後
間
も
な
い
広

島
で
生
き
る
勇
気
を
届
け
た

同
世
代
に
負
け
な
い
よ
う

に
、
私
た
ち
な
り
に
音
楽
の

力
を
伝
え
た
い
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。

ほ
か
に
、大
木
惇
夫
作
詞
、

山
田
耕
律
作
曲
の

「
ヒ
ロ
シ

マ
平
和
都
市
の
歌
」
な
ど
も

披
露
。
ソ
プ
ラ
ノ
の
乗
松
恵

美
（
３９
）
＝
安
佐
北
区
＝
を
ソ

リ
ス
ト
に
迎
え
、オ
ペ
ラ
「蝶

々
夫
人
」
よ
り

「あ
る
晴
れ

た
日
に
」
な
ど
の
ア
リ
ア
も

響
か
せ
る
。

演
奏
に
先
立

っ
て
同
連
盟

の
足
跡
を
た
ど
る
ド
キ

ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画

「音
の
記
憶

・
つ
な
が
り
」

（
同
委
員
会

企
画

・
製
作
）
も
上
映
す
る
。

午
後
２
時
開
演
。入
場
無
料
。

同
委
員
会
８
０
８
２

（
５
０

２
）
６
３
０
４
。


